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ＮＷＤ工法パーツ別施工要領 NWD-C19 資料 No.12 

 

〔C 形鋼用吊元部品〕 

 母屋やブドウ棚に吊ボルトを取付ける

際の吊元として使用します。 

 

○ 本体とトリガーボルトをトリガーボル

ト先端と本体下面のバーリングを揃え

る様にセットする。 

○ 吊ボルトをトリガーボルトに取付けて

C 形鋼に本体を引っかける。 

 

※ 吊ボルトに野縁受用ハンガーを取付け

て施工しないで下さい。ハンガーが回

転し、怪我をする恐れがあります。 

※ 吊ボルトの下端にストッパー付の 

高ナットを装着すると取り付けが容易

になります。 

 ※ 斜め勾配のついた C 形鋼には、トリガ

ーボルトが垂直に当たるように使用し

てください。 

 

※ 斜め勾配のついた C 形鋼に施工する場

合は、吊ボルトを取り付けないでトリ

ガーボルトの高ナットを直接回してく

ださい。 
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 ○ ＃14ソケットを吊ボルト下端の高ナッ

トに嵌め込み、インパクトドライバー

で吊ボルトを回し、トリガーボルトが

空転するまで、ゆっくりと締め込んで

ゆく。 

 

※この時、トリガーボルト先端のビスが 

C 形鋼に接触します。 

※吊ボルトを取り付けないでトリガー 

ボルトの高ナットを回して取り付ける

事も可能。 

 ○ セルフドリリングビスを打つ要領で 

インパクトドライバーの回転数を 

上げ、鉛直に強く押し上げてトリガー

ボルト先端のビスを C 形鋼に打ち込み

ます。 

○ ビスが C 形鋼に穴を開けると、トリガ

ーボルトがスライドして下側のネジ山

が本体のバーリングにはまり込み固定

されます。この際、インパクトドライ

バーの回転数を落とし、ゆっくりと締

め込んでいきます。 

 ○ トリガーボルトを、高ナットと本体の

間に若干の隙間ができる程度に締め込

むと固定完了となります。 

 

※高ナットが締め過ぎ防止のストッパー

となっていますが、本体に当たるまでは

締め込まないでください。 

 

〇 吊ボルトをプライヤーで挟んで、 

吊ボルト下端の高ナットを外してくだ

さい。 
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